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赤ちゃんのなまえ 親の氏名 行政区

氏　　　名 行政区

（－11人）

（－19人）

（前月比）

（－30人）

（－4戸）

（国勢調査に基づき増減された現住人口）

村
の
う
ご
き

村
の
う
ご
き 
村
の
う
ご
き 

役
場
会
議
室
に
お
い
て

「
防
霜
対
策
会
議
」
が
開
か

れ
、
防
霜
対
策
本
部
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
設
置
期
間
は

５
月
31
日
ま
で
で
す
。

防
霜
対
策
本
部
は
、
役
場
、

Ｊ
Ａ
そ
う
ま
、
村
農
業
委
員

会
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成

さ
れ
、
こ
の
日
の
会
議
で
は
、

霜
注
意
報
が
出
さ
れ
た
際
の

サ
イ
レ
ン
警
報
（
午
後
５
時

30
分
に
１
分
間
）
の
方
法
や

被
害
の
取
り
ま
と
め
方
法
、

防
霜
用
資
材
の
あ
っ
せ
ん
な

ど
の
周
知
徹
底
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

氏　　　名 年　齢 行政区

村
の
山
火
事
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
「
山
火
事
防
止
パ
レ
ー

ド
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
山
林

火
災
が
多
く
発
生
し
や
す
い

こ
の
時
期
に
、
県
な
ど
が
主

体
と
な
っ
て
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
村
消
防
団
や

相
馬
地
方
広
域
消
防
職
員
、

相
双
農
林
事
務
所
、
村
森
林

組
合
な
ど
の
関
係
者
20
人
が

参
加
、
９
台
の
自
動
車
で
村

内
全
域
を
パ
レ
ー
ド
し
、
山

火
事
防
止
を
広
く
呼
び
か
け

ま
し
た
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
村

の
山
林
火
災
は
０
件
で
す
。

（
４
月
25
日
現
在
）

一
日
も
早
く
仕
事
や
環
境

に
慣
れ
て
、
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

県
の
中
山
間
地
域
に
お
け

る
産
業
振
興
策
の
一
環
と
し

て
、
４
月
か
ら
役
場
産
業
課

に
机
を
置
き
、
一
緒
に
仕
事

を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

多
く
の
住
民
の
方
と
接
し

て
、
よ
り
よ
い
振
興
策
に
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
草
野
地
区
に
妻
と

３
人
の
子
供
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
の
で
、
家
族
共
々
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（相双農林事務所飯舘村駐在） （総務課総務係）

役
場
会
議
室
に
お
い
て

「
第
３
回
行
政
改
革
懇
談
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
効
率
的

な
村
政
の
実
現
を
推
進
す
る

た
め
、
今
年
３
月
に
設
置
さ

れ
た
も
の
で
、
住
民
８
人
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
懇
談

会
で
は
、
主
に
村
の
行
政
改

革
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、

そ
の
結
果
を
村
へ
提
言
し
ま

す
。
村
で
は
そ
の
提
言
を
踏

ま
え
、
関
係
団
体
や
住
民
と

の
話
し
合
い
も
行
い
な
が
ら
、

今
年
11
月
ま
で
に
村
の
自
立

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
会
議
で
は
、
今
年

度
の
村
の
重
点
事
業
や
基
金

の
残
高
な
ど
に
つ
い
て
確
認

し
た
ほ
か
、
自
立
計
画
策
定

に
向
け
て
の
自
立
推
進
懇
談

会
の
実
施
や
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
ま
し
た
。


